
交
通
標
語

編 集 後 記
　４月から広報を担当する坂本（写真右）です。
　メガネと腕章が目印です！山都町の各地域に伝
わる歴史や文化、心和む風景などを教えていただ
き、山都町の魅力を発信していきたいと思ってい
ます。よろしくお願いします。

　「春は別れの季節であり出会いの季節」

　この度、広報担当から離れることとなった椎木

（写真左）です。

　担当していた２年間で見たたくさんの美しい景

色、取材に協力いただいた皆様の笑顔を日々振り

返っています。別れは寂しいものですが、それで

も新しい出会いへの期待が気持ちを前へ向かせて

くれます。短い間でしたが、ご愛読いただき、あ

りがとうございました。

山都町の人口
〔平成 29年３月 31日現在〕

男

女

計

世帯

７，５２４人

８，１３１人

１５，６５５人

６，５８８戸

（－５４）

（－６２）

（－116）

（－２１）

※（　）は前月比

※最高齢は 106歳〔女性２人〕

※平成 29年３月の出生者数   6 人

※平成 29年３月の死亡者数 32 人
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誰
も
が
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で

　

侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
当
然
の
権
利

　

こ
れ
が
『
人
権
』
で
す

　

第
一
に
、
１
８
７
１
（
明
治

４
）
年
に
明
治
政
府
は
い
わ
ゆ

る
「
解
放
令
」
を
発
布
し
、
江

戸
時
代
の
身
分
制
度
は
法
律
や

制
度
の
上
で
は
廃
止
さ
れ
た
も

の
の
、
翌
年
作
成
さ
れ
た
「
壬

申
戸
籍
」
に
は
依
然
と
し
て
差

別
呼
称
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
が
１
９
６
８
（
昭
和

43
）
年
に
国
が
閲
覧
禁
止
通
達

を
出
す
ま
で
、
差
別
に
利
用
さ

れ
て
き
た
こ
と
。

　

第
二
に
、
明
治
政
府
が
、
被

差
別
部
落
の
人
々
に
よ
り
広
く

安
定
し
た
職
業
に
就
く
こ
と
を

保
障
す
る
具
体
的
施
策
を
な
さ

ず
、
厳
し
い
差
別
と
貧
困
の
中

で
、
社
会
的
地
位
の
向
上
を
阻

ま
れ
て
き
た
こ
と
。

　

第
三
に
、
学
校
教
育
に
つ
い

て
は
現
憲
法
で
義
務
教
育
無
償

が
規
定
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
１
９
６
０
年
代
に
被

差
別
部
落
の
人
々
を
中
心
と
し

た
闘
い
に
よ
っ
て
教
科
書
が
無

償
と
な
る
ま
で
、
差
別
と
貧
困

に
よ
り
、
学
校
教
育
を
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
人
が
非
常
に
多

か
っ
た
こ
と
。

　

第
四
に
、
日
本
社
会
は
近
代

的
な
市
民
社
会
の
性
格
を
求
め

つ
つ
も
、
社
会
の
い
た
る
と
こ

ろ
に
封
建
的
な
「
家
」
意
識
に

基
づ
く
家
柄
、
格
式
を
重
ん
ず

る
考
え
方
が
残
り
、
上
下
関
係

や
支
配
・
服
従
関
係
を
大
切
に

し
て
き
た
こ
と
。

　

第
五
に
、
日
本
人
の
精
神
風

土
の
中
に
、
個
人
の
自
由
意
思

を
基
盤
に
行
動
す
る
の
で
は
な

く
、
伝
統
や
習
慣
に
と
ら
わ
れ

た
り
、
昔
な
が
ら
の
迷
信
や
女

性
蔑
視
な
ど
の
不
合
理
な
偏
見

を
無
批
判
に
受
け
容
れ
て
し
ま

う
風
潮
が
根
強
く
残
っ
て
い
る
こ
と
。

　

こ
の
よ
う
な
、
社
会
、
経
済
、
文

化
な
ど
の
諸
要
因
が
、「
同
和
」
問
題

を
現
在
ま
で
未
解
決
の
ま
ま
温
存
さ

せ
て
き
た
と
い
え
ま
す
。

教
科
書
無
償
運
動

　

１
９
６
２
（
昭
和
37
）
年
、
学
校

の
教
職
員
と
学
習
会
を
も
っ
て
い
た

被
差
別
部
落
の
母
親
た
ち
は
、
憲
法

（
第
26
条
）
の
「
義
務
教
育
は
、
こ

れ
を
無
償
と
す
る
」
を
学
び
、
教
職

員
や
地
域
の
民
主
団
体
や
部
落
外
の

人
々
に
も
働
き
か
け
、「
長
浜
・
教
科

書
を
タ
ダ
に
す
る
会
」
を
結
成
。
集

会
を
開
き
、
署
名
活
動
に
取
り
組
み
、

多
く
の
団
体
に
も
働
き
か
け
ま
し
た
。

高
知
市
議
会
も
、
内
閣
総
理
大
臣
や

文
部
大
臣
あ
て
に
「
意
見
書
」
を
提

出
し
ま
し
た
。
交
渉
を
重
ね
て
い
く

中
で
、
高
知
市
教
育
委
員
会
は
、
新

学
期
か
ら
教
科
書
を
無
償
と
す
る
こ

と
を
約
束
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
二
度
に
わ
た
り
国
会
で

も
取
り
上
げ
ら
れ
、
１
９
６
３
（
昭

和
38
）
年
文
部
省
は
、「
義
務
教
育
諸

学
校
の
教
科
用
図
書
の
無
償
措
置
に

関
す
る
法
律
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

１
９
６
４
（
昭
和
39
）
年
か
ら
順
次

枠
を
広
げ
ら
れ
、
つ
い
に
１
９
６
９

（
昭
和
44
）
年
全
国
の
小
・
中
学
校
で
、

教
科
書
無
償
と
な
っ
た
の
で
す
。

熊
本
県
人
権
教
育
研
究
協
議
記
「
21

世
紀　

人
権
の
世
紀
を
担
う
あ
な
た

に
」
よ
り
抜
粋

　

前
回
は
被
差
別
部
落
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
し

た
。
今
月
号
は
、
な
ぜ
、
現
在
ま
で
差
別
が
続
い
て
い
る
の

か
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　差別のない、いじめのない、明るい町づくり
を推進するため、次の日程で第 22 回 5.23 差別
をなくす山都地区集会を開催いたします。
　多くの皆さまのご参加をお待ちしております。
〇期日　５月 20 日（土）
〇場所　矢部中学校体育館 昨年の5.23 差別をなくす山都地区集会の一コマ

あなたも、
　ぜひ参加してください。
第 22回 5.23 差別を

なくす山都地区集会
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